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■■開開催催趣趣旨旨  

 令和７年（2025）７月 18 日から９月 16 日まで

を会期として、当館夏企画展「江戸の地誌・絵図  

 

～その系譜をたどる」を開催しました。その開催

趣旨をはじめに掲げておきましょう。 
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江江戸戸時時代代はは地地誌誌とと絵絵図図のの作作成成・・普普及及ががおおおおいい  

にに進進展展ししたた時時代代ででししたた。。  

戦戦国国時時代代がが終終わわりり、、新新たたなな支支配配体体制制をを固固めめたた

幕幕府府やや大大名名はは、、領領分分のの地地理理・・地地勢勢・・歴歴史史をを把把握握

すするるたためめにに地地誌誌のの編編集集やや絵絵図図のの収収集集・・作作成成にに努努

めめままししたた。。一一方方でで戦戦乱乱のの世世がが治治ままるるとと、、参参勤勤交交

代代にによよるる移移動動ははももととよよりり、、居居住住地地域域をを超超ええててのの

移移動動はは庶庶民民にに至至るるままでで広広ががりりをを見見せせ、、地地理理ガガイイ

ドドやや名名所所記記、、携携帯帯用用のの絵絵図図ななどどがが流流通通ししてていいきき

ままししたた。。  

1199 世世紀紀にに入入るるとと幕幕府府にによよりり本本格格的的なな地地誌誌編編

ささんん事事業業がが開開始始さされれ、、そそのの参参考考ととししてて多多くくのの地地

誌誌やや絵絵図図がが収収集集さされれままししたた。。ここれれららのの資資料料群群にに

はは「「編編脩脩地地志志備備用用典典籍籍」」とといいうう蔵蔵書書印印がが捺捺さされれ

てていいまますすがが、、ここのの内内武武蔵蔵国国、、ととくくにに江江戸戸をを中中心心

ととししたた地地誌誌・・絵絵図図のの一一部部がが東東京京都都公公文文書書館館にに引引

きき継継ががれれてていいまますす。。  

今今回回のの企企画画展展でではは、、ここれれらら当当館館所所蔵蔵のの地地誌誌・・

絵絵図図をを中中心心ととししてて、、江江戸戸ととそそのの周周辺辺をを対対象象ととしし

たた地地誌誌・・絵絵図図のの展展開開過過程程をを、、時時代代をを追追っっててごご紹紹

介介ししてていいききまますす。。都都市市江江戸戸のの発発展展、、都都市市文文化化のの

成成熟熟とと関関わわっってて変変化化ししてていいくく地地誌誌・・絵絵図図ののすすがが

たたをを、、そそのの系系譜譜ををたたどどりりななががららごご観観覧覧くくだだささいい。。  

 

 それでは本企画展の特色、見どころを紹介して

いきましょう。 

■■ササブブタタイイトトルルにに偽偽りりななしし、、江江戸戸図図のの系系譜譜ををたたどど

れれまますす  

  最初に 17 世紀の江戸絵図の系譜をたどります。

江戸を対象とした最初の刊行地図「武州豊島郡江

戸庄図」（寛永 9 年〈1632〉）、次いで明暦大火後に

拡張・発展していく江戸のすがたを捉えた、

遠近道印
おちこちどういん

による寛文五枚図（寛文 10-13 年〈1670-

1673〉）が、驚異的な実測精度で江戸図の基準を革

新します。さらに道印自身が五枚図を一枚にまと

めた「新版江戸大絵図」（延宝４年〈1676〉）に至

って、方位縮尺の正確さを極めた大型江戸絵図は

完成の域に達します。一般的に江戸図の発展とい

うと、近現代の地図の正確さに向けて近づいてい

くという方向性を想起しがちですが、江戸図は元

禄期に入ると、むしろ正確さよりも見やすさを重

視し、さらに絵図の周囲に付加情報を盛り込んだ

り、江戸案内とセット販売したりというサービス

重視のものが刊行されるようになりました。「江

戸図鑑綱目 乾・坤」（元禄２年〈1689〉）、「江戸図

正方鑑」（元禄６年〈1693〉）がこれにあたります。

前者が地誌とのセットもの、後者には大名屋敷の

区画に、各大名が行列の時に先頭で掲げる槍印の

図が描き込まれるなどの新趣向が凝らされてい

ます。 

こうして一枚物の大型絵図がほぼ 17 世紀中に

成熟を遂げると、新たに巨大すぎる江戸を分割し

て地図化するという試みが始まります。それは幕

末期に至り近江屋吾平、尾張屋清七を板元とする

近吾堂板、尾張屋板切絵図の盛行として結実しま

すが、本展示ではそれよりおよそ１世紀前に刊行

された先駆的な切絵図群、吉文字屋板もあわせて

紹介しました。 

宝暦５年（1755）に、「東都番町図全」を刊行、

４年後に「永田町絵図」、さらにその５年後に「駿

河台小川町絵図」といった具合で、シリーズとい

うには間があきすぎ、結局安永４年（1775）の「築

地八丁堀日本橋南之図」まで、全８枚で力尽きて

しまい、江戸全域をカバーできなかったちょっと

残念な絵図。しかし、その先駆的な役割は改めて

見直されてよいでしょう。 

■■仮仮名名草草子子かからら名名所所案案内内記記へへ－－江江戸戸名名所所記記のの自自

立立過過程程ををたたどどるる  

 一方、名所案内記については、仮名草子にその

淵源があるとされています。「あずまめぐり」（寛

永 20 年〈1643〉）は、登場人物が複数で名所・旧

跡を訪ね歩くという道行文に、寛永年間末の流行

などを盛り込んでいます。「江戸名所記」（寛文２

江戸雀巻三 さかい町 



東京都公文書館だより 

- 3 - 

年〈1662〉）などは、目録（目次）を掲げ、より写

実的な図版を掲げることで江戸最古の絵入り名

所案内記と評価されています。このように、物語

性を残しながらガイドブックとしての機能性を

強めていく動向が見て取れます。京都ではなく江

戸の板元から出版された初の江戸案内記「江戸雀」

（延宝５年〈1677〉）では、浮世絵師・菱川師宣の

挿絵が 17 世紀後半の景観・風俗をよく描いてい

ます。 

仮名草子的な物語形式をとった最後の名所案

内とされる「古郷帰の江戸咄」には、当時流行の

まんじゅうなど同時代のさまざまな情報が盛り

込まれています。元禄期の名所記、たとえば「江

戸惣鹿子」（元禄２年〈1689〉）では武家屋敷の紹

介が付加され、坂・橋・渡しといった事項ごとに

代表的な場所を挙げて解説するなど、物語性は排

除され、名所案内の機能が純化しています。さら

に「江戸砂子温故名跡誌」（享保 17 年〈1732〉）は

江戸とその周辺地域を 23 の方面に区分し、それ

ぞれの冒頭に方角概観図を掲げてから地誌解説

を加えていきます。 

 初期の物語的な案内記からおよそ１世紀の変

遷の中で、江戸名所記がその機能を純化させ、都

市江戸のガイドブックとして独自の分野を確立

していく系譜をたどることができます。 

■■読読めめるる絵絵図図ココーーナナーーのの設設置置  

 江戸図の形状は大型化していきますが、文字情

報自体はかなり細かい字で書かれています。展示

ケースに入れて展開することはできず、立面ケー

スの壁面に吊るすと原史料にストレスを与える

おそれがある上、来館者には字がよく見えません。

そんな展示上の困難がつきまとう存在です。 

今回は、切絵図など小サイズのものは実物を展

示しますが、大型絵図は極力大きめのパネルを作

成し、あわせて手に取って見られる複製本や、超

拡大床面シートを用意し、じっくり見て、読み込

んでいただける工夫を施しました。 

複製本を作成したのは、「江戸方角安見図」（延

宝８年〈1680〉）です。先ほど紹介した実測江戸図

の完成者遠近道印が、自ら大型絵図の弱点を自覚

した上で作成した初めての地図帳、アトラスです。

当館は所蔵していないため国立国会図書館デジ

タルコレクションの画像を利用し、和紙にコピー

して帳に仕立てて、手に取っていただけるよう設

置しました。 

 一方、約５メートル四方の大型床面シートとし

たのが「江戸傍近図」です。寛政６年（1794）11

月、地理学者・古川古松軒が幕府に提出した、武

蔵国の江戸御府内以外を対象とした地図です。ほ

ぼ江戸十里四方の内にある村々の位置と、街道、

地形、名所旧跡の位置を示し、河川や用水につい

ても詳しく記しています。 

また、各村の風土を「上々」や「下々」のように

ランク付けしていることも興味深いところです。

デジタルアーカイブ用に撮影した高精細画像を利

用しましたので、特大絵図に拡大しても文字を鮮

明に読んでいただくことが可能となりました。 

■■企企画画展展ををききっっかかけけにに  

  紹介してきた資料以外にも、見どころはまだま

だあります。これまであまり活用されていない

「御府内備考附図」（文政 12 年〈1829〉）、江戸案

内記の到達点といえる「江戸名所図会」（天保５、

７年〈1834、1836〉）に描かれた浅草寺の鳥瞰図を

接合して、風雷神門から本堂、奥山までを一望で

きるように構成したパネルなどもご覧いただき

ました。 

 「代表的な資料でたどった江戸の地誌・絵図の

系譜」というのが本企画展の内容でした。展示で

使用した絵図、地誌も実は当館の所蔵資料からす

るとほんの一部にとどまっています。また、実際

にお見せできたのもそれぞれの資料のほんの一

部。本企画展をきっかけにデジタルアーカイブで

の閲覧、来館されての閲覧利用をしていただけれ

ば何よりの喜びです。 

なお、企画展用に作成した図録は、終了後継続

配布の予定です。どうぞご利用ください。 展示会場風景 
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■■当当館館ののデデジジタタルルアアーーカカイイブブのの概概要要 

 当館のデジタルアーカイブは、令和２年（2020）

４月に提供を開始し、当初は約 1,000 点の資料の

掲載にとどまっていましたが、現在、2,134 点に

至るまでとなりました。 

当館のデジタルアーカイブの特徴につきまし

ては、令和２年９月発行の東京都公文書館だより

第 37 号にて紹介していますが、東京府・東京市行

政文書をはじめとして江戸期の古文書、大型の地

図・絵図などを、自宅のパソコンなどで高精細な

画像によりご覧いただくことができるものとな

っています。 

■■ここれれままででのの公公開開資資料料ににつついいてて 

 資料の公開にあたりましては、ファイルの確認

や目録整備等の準備作業が必要となりますので、

最近は概ね毎年秋から冬にかけて新規資料公開

を行っています。令和２年の提供開始以降、令和

３年度の撰要永久録をはじめとして数々の資料

の公開を行っていました。令和３年度から令和６

年度にかけての主な公開資料は次のとおりです。

資資料料名名 公公開開年年度度 

撰要永久録（御用留、公用留）

御府内備考続編

令和３年度

楽翁公写本徒然草

旗本上ヶ屋敷図

令和４年度

新見文書

上野東照宮（寛永寺）旧蔵文書

令和５年度

藤岡屋日記 令和６年度

■■直直近近のの公公開開資資料料（（藤藤岡岡屋屋日日記記））ににつついいてて 

 直近では令和６年度末（令和７年３月）に『藤

岡屋日記』（目録数 152 点、画像数 27,850 点）を

公開しました。 

 『藤岡屋日記』とは、幕末江戸外神田、藤岡屋

須藤由蔵の手記（日記）です。文化元年（1804）

から慶応４年（1868）までの 65 年間にわたり、公

私事件、聞書き、瓦版などの写しが載せられてい

ます。 

原書は狩野享吉博士（1865～1942、哲学者、思

想家、教育家、京都帝国大学文科大学学長）が所

有していました。東京市は市史編さんのために、

大正８年（1919）～11 年頃に複本（筆写本）を作

成しました。そのため、当館所蔵の『藤岡屋日記』

は、表紙には東京市の紋章が刻印され（図１）、「東

京市」と印刷された罫紙（図２）に日記が筆写さ

れています。 

その後、原書は東京帝国大学図書館に移され、

大正 12 年９月の関東大震災により焼失しました。

当館所蔵の東京市筆写本が唯一現存するものと

なっています。 

■■今今年年度度のの公公開開予予定定資資料料ににつついいてて 

デジタルアーカイブでの公開資料は、来館者が

閲覧される資料のなかから、比較的閲覧の要望の

多いものを中心に選定しています。現在新規公開

に向けて準備を進めているのは、明治から大正期

に作成された東京図です。これらの中には、破損

等が大きいため現在閲覧の提供を行っていない

ものも含まれています。公開作業が順調に進めば、

今秋には公開の予定ですので、ご期待ください。

デジタルアーカイブ新規公開資料について

図２ 罫紙及び「東京市」部分の拡大 

図１ 表紙を拡大。東京市の紋章が刻印されている。 

右上：東京市の紋章（徽章） 
「市会議按第 59、60、61 号提出の件」 
『第１種 議事＊市会・議案及報告・第 16 号・全１冊  
〔第１種・明治 22 年度市会議録・議案及報告・第一課〕』 

請求番号：601．B4.07 

東京市の紋章 
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江戸城で行われた様々な年中行事のうち、正

月の年頭御礼（参賀儀礼）は武士社会の身分秩

序を確認する場として重要な儀礼でした。この

儀礼では、将軍と謁見する部屋や拝謁・拝領場

所、また着用する装束など複雑に格式が規定さ

れていました。当館で所蔵している「式膳覚」

（請求番号：CN‐110）は、年頭御礼の宴で用い

られた盃＝土器
かわらけ

に関する史料です。 
 本史料では、文化７年（1810）から文政３年

（1820）にかけての江戸城白書院及び大広間で行

われた将軍から諸大名への盃の下賜について記

されています。当時こうした儀礼の場では、素焼

きの土器が酒器として使われていました。史料か

らは、年頭御礼での将軍からの盃の下賜について、

「返盃」、「初メ
は じ め

之
の

御土器」、「数之
か ず の

御土器」という

３つの格式が設けられていたことがわかります。 
元旦に白書院で最初に行われる儀礼は、御三家

に加え将軍家と縁故ある大名家が参加するもの

でした。文化７年の出席者は、紀伊中納言（徳川

治宝
はるとみ

）・尾張中納言（徳川斉朝
なりとも

）・松平越前守（松

平治好
はるよし

、煩につき欠席）・松平因幡守（池田斉稷
なりとし

）

です。ここでの盃の下賜について、以下のとおり

記されています。まず、紀伊中納言に盃が遣わさ

れ、その後将軍徳川家斉に「返盃」されます。次

に、その盃は尾張中納言へと遣わされ再度「返盃」

されたのち、松平因幡守へ下され、これは「頂戴

置」きになりました。この松平因幡守が「頂戴」

した盃こそ、「初メ之御土器」でした。 
また、この盃のやり取り一つ一つにも、格式が

反映されています。小野清『徳川制度史料』（1927

年）によれば、盃の下賜について、官位が三位以

上のものは将軍へ「返盃」できるとされ、御三家

はこれに該当します。そのため、紀伊中納言と尾

張中納言は「返盃」しているのに対し、松平因幡

守は盃を「頂戴」するのみでした。ただし、御三

家のうち水戸徳川家については、初任である四位

少将のうちは「返盃」ではなく御流れ頂戴による

下賜と定められています。 
「返盃」というのは、将軍から盃が下り飲み干

したのち、その盃に酒が加えられ、酌役を経由し

て将軍が飲むという一連の流れです。日本では、

同じ盃を共飲することで心を通わせることがで

きるという考えから、こうした盃のやりとりが生

まれました。 
一方で、御流れ頂戴というのは、積み上げられ

た複数の盃に、将軍が飲み残した酒を注ぎ下賜す

ることです。頂戴した大名らはそれを飲み干し、

盃を懐紙に包んで持ち帰りました。この盃を「数

之御土器」とよんでいます。 
 同じく元旦には、白書院にて四品以上の家門・

譜代大名、翌二日には大広間にて四品以上の主に

国持大名を対象に「数之御土器」の儀礼が行われ

ましたが、当日の出席人数や三方に載せられた土

器の図も記されています。三方の中の丸数字は積

み重ねられた土器の数を示しています。図の上部

には、土器を何組用意して何人に下賜され、何組

残ったのか具体的に記されています。ただし、こ

の史料ではすべての盃の下賜の記述はなく、あく

まで四品以上の諸大名に関する記載にとどまっ

ています。彼らの共通点に着目すると、いずれも

高家
こ う け

が酌役を務める格式だったことから、史料の

作成には高家が関わっているかもしれません。 
 このように、土器一つをとっても細かな格式が

ありました。こうした儀礼の場を通じて格式は可

視化され、大名が自らの序列を認識する重要な機

会となっていたのです。本史料では、盃の流れや

出席者に対して用意した土器の数、その積み方に

至るまで先例として克明に記されています。当時、

この土器にかかわる儀礼がいかに重視されてい

たかを示す貴重な史料だといえます。 

「式膳覚」（請求番号：ＣＮ－１１０） 

所蔵資料紹介 江戸城の年頭御礼と土器
かわらけ
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■■日日比比谷谷焼焼打打事事件件とと東東京京  

明治 38 年（1905）９月５日、日露戦争の講和条

約に反対する国民大会が日比谷公園で開催され

ました。戦争中に重税がかけられた上、賠償金さ

え獲得できないことに数万の市民が激怒し、暴動

に発展しました。 

この日比谷焼打事件と呼ばれる暴動には職人、

工場労働者、日雇い労働者を中心に、「車屋の挽

児」、「商店の番頭」、「工場の職人」、「蕎麦屋の小

僧」、「会社の給使」といった様々な人々が参加し

ました（『嗚呼九月五日』、笠原作三発行、1909 年）。

多種多様な人々が移り住む東京では農村のよう

な住民同士の助け合いは希薄で、さらに納税額で

選挙権を制限された当時、一般労働者が意思を表

明できる場も限られました。政府への不満が暴動

という形で現れることは、現代の日本では考えに

くいかもしれませんが、不安定な社会状況が広が

る当時の東京では、決して不可思議な現象ではな

かったわけです。 

■■東東京京のの市市民民とと警警察察  

事件直後、東京は無秩序状態に陥りました。「騒

擾調査復命 各区」（請求番号：627．A3.01）には、

市中の状況や警察、巡羅夫の勤務状況に関する報

告が記されています。浅草区では無銭飲食や窃盗

が発生しており、本所区や神田区では劇場や飲食

店、商店が休業し、通行人が往来からいなくなる

状況だったようです。ところで前述の巡羅夫とは

市民で構成された自警組織で、当時、東京市長で

あった尾崎行雄によって作られました。牛込区で

は「牛込区自衛警務所」という事務規程まで備え

た本格的な自警組織が設置され、日没から日の出

までこの巡羅夫が区内を巡回しました。 

興味深いのは、「警察ヲ厭忌」した芝区の西久保

の市民が区長の許可の下、警察に届け出ずに独自

に治安維持に当ったことです。報告では区長の判

断に市民は満足したと記されています。市民は生

活を強権的に監視する当時の警察に反感を抱い

ており、日比谷焼打事件においても派出所への襲

撃が発生しています。こうした警察への敵視を背

景に市民が警察に頼らず、自ら地域の安全を守ろ

うとする意志を見せたわけです。 

■■真真夜夜中中のの市市民民のの交交流流  

自警組織は市民の交流の場にもなったようで

す。『卯杖
う づ え

』という雑誌には、各地から集められた

市民が和気あいあいと巡回にあたる様子が描か

れています。参加者は「畳屋の隠居」、「柔術道場

の代師範」、「若い車夫」、「二柳学舎といふ某先生

の塾生」、「湯屋の番公」、「下駄屋の息子」、これら

を取りまとめる「地主」と多様で、暴動に参加し

た社会層も含んでいるように見えます。この光景

は市民にとっても新鮮だったようで、見物に来た

人が「やァ今夜の揃は面白い取合いだぜ」との感

想を残しています。巡回中の詰所となった荒物屋

には、「食ひ残りの煎餅と茶道具」が散乱し、深夜

１時には親子丼と酒が出されました。酒食は参加

者にとって活動中の楽しみだったようです（『卯

杖』第３巻第 10 号、1905 年 10 月）。多様な出自

を持つ人々が交流しながら、治安の動揺に結束し

て対応する姿を見出すことができます。 

日露戦後から大正期にかけて、警察も強権的な

姿勢から市民の協力を得ながら活動する方向に

転換します。その際に警察が重視したのが、巡羅

夫のような自警組織でした（藤野裕子『民衆暴動』、

中公新書、2020 年、大日方純夫『警察の社会史』、

岩波新書、1993 年）。形成されつつあった新たな

コミュニティを背景に、都市の治安が再構築され

たわけです。大都市の中にいかにしてコミュニテ

ィを作り上げていくのか。こうした当時の東京が

抱えていた問題を明瞭に読み取ることができま

す。 

所蔵資料紹介 日比谷焼打事件と都市のコミュニティ 

牛込区自衛警務所事務規程 

（「騒擾調査復命 各区」所収、請求番号：627．A3.01） 
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東京都公文書館では近現代の東京に関するテ

ーマ別の資料集『都史資料集成』を編さんしてお

り、第 II 期の最新刊となる第６巻「『都市公害』

の時代」を令和７年（2025）１月に刊行しました。

本書は高度経済成長期を迎えた昭和 30 年代を主

な対象とし、この時期に噴出した都市問題のうち

東京都が「都市公害」と総称したものに関する資

料を収録しました。 

高度経済成長期の東京は都民人口の増大や都

民所得の伸長の反面、大気汚染や騒音振動、地

盤沈下、悪臭、水質汚濁等の諸現象の拡大と複

雑化に直面しました。そこで都は、昭和 35 年

（1960）７月に新設された首都整備局に都市公

害部を置き、公害対策の一元化と推進を図りま

した。いずれの問題も深刻でしたが、なかでも

水質汚濁は東京都においていち早く社会問題化

したものであり、本書はこの問題を主軸に構成

しました。 

水は飲料・生活用水として住民の健康や生活に

直結し、農業・漁業・工業いずれの生産活動にも

不可欠で、さらにレクリエーション・スポーツ等

での活用や都市美化の観点から良好な環境が望

まれるものです。しかし、東京都では急激な人口

の増加と産業の展開に対し下水道施設の整備が

遅れをとり、河川・湖沼・港湾その他公共に用い

られる水路等の汚染が進行しました。 

こうした状況に対策を講じていったのは東京

都だけでなく、国も昭和 33 年（1958）に「水質保

全法」（「公共用水域の水質の保全に関する法律」）

と「工場排水規制法」（「工場排水等の規制に関す

る法律」）からなる、いわゆる「水質二法」の制定

を行っています。昭和 30 年代は国と都の計画・政

策と都市問題への対処が複雑に絡まりながら展

開する時期であり、水質汚濁問題をはじめとする

「都市公害」は、この時期の都政を理解するため

の有効な視角の一つといえます。 

本書は以下のとおり水質汚濁を中心に５章構

成としましたが、当館はそれ以外の問題に関する

資料も所蔵しています。水質汚濁の他の領域も含

めた公害問題に関する資料探索に、本書を役立て

ていただければ幸いです。 

 

「「都都市市公公害害」」のの時時代代 目目次次 

第一 都条例による公害規制 

第二 深刻化する水質汚濁と水質二法の制定 

第三 公害行政の一元化 

第四 「都市公害」対策の展開 

第五 東都政下の到達点 

  

新刊紹介 『都史資料集成Ⅱ』第６巻 「都市公害」の時代

お茶の水橋での水質汚濁検査 

『河は汚されている』東京都首都整備局、昭和 35 年 9 月 

（請求番号：都市 C71） 

本本体体価価格格（（税税別別））：：44,,332233 円円 税税込込価価格格：：44,,775555..33 円円 

■■当当館館でではは販販売売ししてていいまませせんん。。 

下下記記問問いい合合わわせせ先先ままででごご連連絡絡くくだだささいい。。 

 

都史資料集成Ⅱ第６巻「都市公害」の時代 

≪≪問問いい合合わわせせ先先≫≫ 

東東京京都都庁庁第第一一本本庁庁舎舎３３階階 都都民民情情報報ルルーームム 

TTEELL 0033--55338888--22227766 
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① 開館時間 
月曜日～土曜日 ９時～17 時 

② 各種申請及び精算の受付時間 
９時～16 時 30 分 

③ 休館日等 
・日曜日、国民の祝日及び振替休日 
・毎月第３水曜日（祝日の場合は翌日）及び年度 

末日（日曜日の場合は前日） 
・年末年始（12 月 28 日～１月４日） 
・臨時の休館日として公示した日 

④ 来館についてのお願い 
ご来館の際は公共交通機関をご利用ください。 
なお、身体障害者用の駐車スペースをご用意して

います。自転車は、駐輪スペースをご利用ください。

◇◇ 当当館館所所蔵蔵資資料料のの利利用用ににつついいてて 

以下の資料は簡易閲覧による利用が可能です。 

・作成又は取得の日の属する年度の翌年度から起算し、30

年を経過した特定歴史公文書等（目録において利用制限

の区分が非公開及び要審査とされているものを除く。） 

・図書、刊行物その他の印刷物で、一般の利用に供するこ

とを目的として保存しているもの 

・その他の歴史的資料 

※簡易閲覧の対象ではない文書等の利用については、東京都 
公文書等の管理に関する条例 19 条に基づく利用請求制度 
があります。 

◇◇ 簡簡易易閲閲覧覧ににおおけけるる複複写写ににつついいてて 

複写を希望される方は「複写等申請票」に記入しご提

出ください。原本からのコピー機による複写については、

資料保存等の観点から複写枚数制限を設けている資料

がございます。マイクロフィルム及び電子媒体からの複写

については枚数制限がありません。普通紙 1 枚あたりの複

写費用は、白黒 10 円、カラー20 円です。 

デジタルアーカイブの場合は、普通紙に加え CD-R に

よる複写が可能です。CD-R１枚あたりの複写費用は 100

円です。  

※できる限り小銭をご用意ください。 

・ＪＲ中央線・武蔵野線「西国分寺」駅下車 徒歩約８分 

・京王バス（寺 85 系統）「いずみプラザ前」下車 徒歩約４分 

・ぶんバス（万葉・けやきルート、北町ルート、日吉町ルート） 

 「国分寺市役所」下車 徒歩約１分 

◇◇閲閲覧覧室室のの利利用用ににつついいてて 

予約の必要はありませんが、次のような場合は、事前に

ご連絡ください。 

・専門的な調査や、古い資料についてのご相談 

・大量に資料を利用したい場合 

・資料を撮影したい場合（要撮影室予約） 

利利 用用 案案 内内 ・・ 交交 通通 案案 内内 

当館の資料は、閉架式の書庫に保管してあります。閲

覧を希望される方は、閲覧室に備付けの目録やパソコン

端末で希望の資料を検索し、「簡易閲覧票」に記入し、受

付にご提出ください。ただし、閲覧室内の資料とデジタル

アーカイブの場合は簡易閲覧票の記入は不要です。 

マイクロフィルム等の複製物が作成されている資料につ

いては、原則として複製物での閲覧となります。 

同時に閲覧できる特定歴史公文書等は、10 件又は 10

冊以内です。 

※簡易閲覧…特定歴史公文書等その他資料の簡便な方法に 
よる利用のこと。 

◇◇簡簡易易閲閲覧覧※※のの方方法法 

バッグ等のお荷物を、ロッカーに入れた後、閲覧室内

の受付にお越しください。  

※鍵の紛失にご注意ください。 

◇◇閲閲覧覧室室利利用用のの注注意意点点 

研研修修室室のの一一般般貸貸出出ししににつついいてて 
研修会や講演会などにご利用いただける研修室

（有料）を、一般に貸し出します。詳細は、東京都公文

書館ホームページをご覧ください。 

ごご自自宅宅かかららももごご覧覧ににななれれまますす 
〇東京都公文書館情報検索システム 

当館が保有する特定歴史公文書等の目録をイン

ターネットで検索できます。 

〇東京都公文書館デジタルアーカイブ 

江戸明治期史料や重要文化財に指定されている

東京府・東京市行政文書など閲覧利用が多いもの

を中心に、順次インターネットに公開し、閲覧室

の端末だけでなく、自宅等で閲覧できるようにし

ていきます。 

【案内図・交通機関】

利  用  案  内

【利用案内】 

令和 7 年 10 月 1 日に国勢調査を実施します。
日本に住むすべての人と世帯が対象です。

10/8 までに、ご回答をお願いします。 
※国勢調査をよそおった詐欺（さぎ）や 

不審な調査にご注意ください。
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